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知床羅臼に生きる担い手の育成に向けて 
～ １０年後、２０年後、その時も知床羅臼で生き抜くために ～ 







《重点事項》   ①社会教育推進体制の充実 
         ②未来を担う人材の発掘及び育成の推進 
         ③子育てや家庭教育の充実 
         ④心を結ぶ文化活動と図書活動の推進 
         ⑤豊かな自然を活用した野外教育の推進 













































































































































































 羅臼町にとって ESD とは、知床半島を守り受け継いできたこの地の人々から伝わる、営みの歴
史そのものだと思います。 
「持続可能な社会の担い手を育てる教育・学習」という言葉はこの町が発展をしてきた中で、そ
の時、その場所、そこに集った人々で実践を通じて伝えられてきた営みの理念です。知床半島に
暮らす人々だからこそ立ちはだかる課題を総合的に捉え、「共存」を目指してきたからこそ、世
界自然遺産に登録され、そのフィールドで新たな産業や新たな担い手が誕生しています。これか
らも特別なことをするわけではなく、この町に受け継がれたすべてを担い手世代に伝え、また、
伝える側もそのことで学習し続けることが、羅臼町にとっての ESDであり、羅臼町が繋いできた
そのものこそが ESDだと自負しております。 
 
 結びになりますが、これまで述べてきた担い手育成事業が成長を遂げてきたのは、その時代の
社会教育スタッフを中心とした献身的な学びの提供と組織内における担い手育成の徹底、地域
のコーディネーターとして地域の人材を最大限活かした事業展開を伝統的に繋いできた賜物だ
と思います。社会教育行政に携わる者として、これまでの伝統をしっかりと受けつぎ、連続的且
つ継続的な学びの提供を続け、これまで経験した事のないような課題に直面することも予想さ
れる中で、１０年後、２０年後、その時も知床羅臼で生き抜ける担い手の育成に取り組んで参り
ます。 
 
 
 
 
